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第１０款　教　　育　　費

 １　教育総務費

         １　施策の趣旨等
　優秀な教員を確保するため、教員志望者を対象に教員としての実践力を養成する総合的か
つ体系的なプログラムを実施し、即戦力となる人材を育成する。
　　　　　　指　標　　　　　　　　　　　　目　標　　　　実　績
　学生ボランティア支援者数　　　　　　　　６００人　　　　　３９１人
　教員養成サポートセミナー受講者数　　　　１００　　　　　　９０
　教師力養成講座受講者数　　　　　　　　　７０　　　　　　６９

２　施策の実施状況
茨　学生ボランティア支援
　学校活動を支援する教員志望の学生ボランティアに対し、交通費を助成し学生ボラン
ティア活動を促進するとともに実践力の養成を図った。
芋　教員養成サポートセミナー
　教員志望の大学生を対象に、大学と連携してインターンシップを実施し実践力の養成を
図った。
鰯　教師力養成講座
　京都府の教員を志望する大学生を対象に、教師力養成のための特別講義や現場演習を実
施し教師力の養成を図った。

３　執　　行　　額 ３，０００，０００円　　　　

       １　施策の趣旨等
　教員が子どもと向き合える時間を十分に確保するため、教員の働き方や職場環境の改善を
図る。
　　　　指　標　　　　　　　　　　目　標　　　　　　実　績
　モデル地域の指定　　　　　　　　　２地域　　　　　　２地域
　モデル校の指定　　　　　　　　　　１校　　　　　　　１校

２　施策の実施状況
　学校における業務改善の実践研究を行い、その成果を府内に普及した。

３　執　　行　　額 ７，９３７，１３４円　　　　

３　教職員人事
費
（Ｐ２０２）

１１，３００，０００
（１１，１６８，０９３，０００）

１０，９３７，１３４
（１１，１２７，６２０，５８８）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 ７，３００，０００
一 般 財 源
 ３，６３７，１３４

集まれ未来の教員サ
ポート事業

（ ）教職員企画課
教職員人事課

京都式「チーム学校」
推進事業
（教職員企画課）
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        １　施策の趣旨等
　生命を尊重する心、他者への思いやりや社会性、倫理観や正義感、美しいものや自然に感
動する心等の豊かな人間性の育成を目指し、心の教育の充実を図るため、家庭・地域社会・
学校・関係機関が連携しながら総合的な施策を推進する。
　　　　　　　指　標　　　　　　　　　　　目　標　　　　　　　実　績
　 　　　　　　１００％　　　　　　　　１００％

　 　　全小中学校　　　　　全小中学校

２　施策の実施状況
茨　ＫＹＯ発見　仕事・文化体験活動
　京都の伝統や文化を大切にする心や、望ましい職業観・勤労観及び様々な知識・技能、
社会の一員としての規範意識やコミュニケーション能力などを身につけさせるため、地域
における仕事や文化等の体験活動を小・中学校において実施した。
芋　子どもの読書活動の推進
　子どもが積極的に読書活動を行おうとする意欲を高めるため、「子ども読書本のしおり
コンテスト」を実施した。
　　応募者数　９，６９６人
鰯　「京の子ども　明日へのとびら」作成
　心の教育学習資料集「京の子ども　明日へのとびら」を、小・中学校の全児童生徒に配
付し、道徳の時間をはじめとするあらゆる教育活動の中で活用することにより、道徳教育
の充実を図った。

３　執　　行　　額 ２１，９６１，５７４円　　　　
 （うち補助金　１３，７２７，０００円）

       １　施策の趣旨等
　いじめや不登校が大きな問題となる中で、学校等における児童生徒や保護者の相談に対応
する総合的なサポート体制を充実するとともに、いじめ、不登校対策や生徒指導の充実を図
る。
　　　　　　　指　　標　　　　　　　　　　　目　　標　　　　　　　　実　　績
　スクールカウンセラーの配置校数　　小１６校、中高全校配置　　小１６校、中高全校配置

２　施策の実施状況
茨　いじめ未然防止・早期解消支援チーム派遣
　学校におけるいじめ事象の未然防止・早期解消に向けて、生徒指導経験のある退職教員

４　教育連絡調
整費
（Ｐ２０２）

８７１，９６９，０００
（１，３０１，１３９，０００）
翌年度への繰越
事業費繰越額
 １０，０００，０００
いじめ防止・不
登校支援等総合
推進事業費　　　 　　　　　　　 

　
　

兼
献
献
献
験　　　
　
　　

　
　

券
献
献
献
鹸　　
　
　　

８３５，０３５，２７８
（１，２５８，５３０，１０７）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 １７７，５６１，１０９
諸　収　入
 ２８９，８５６
一 般 財 源
 ６５７，１８４，３１３

豊かな心を育てる教育
推進事業

（ ）学校教育課
社会教育課

小・中学校における伝統文化や仕事
体験活動の実施率
心の教育学習資料集「京の子ども明
日へのとびら」等を活用した豊かな
心を育む取組の実施校数

いじめ防止対策推進事
業

（ ）学校教育課
高校教育課
社会教育課
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などで構成するチームを派遣し、専門的視点から指導助言等を行った。
芋　規律ある行いを実践する教育推進事業
　法をはじめ、実生活でのルールや決まりについて、自ら考え、理解した上で、態度や行
動に移せる能力を育成するため、研究校を指定し、実践研究を推進するとともに、指導案
と年間指導計画を作成した。
　　実　施　校　向日市立寺戸中学校ほか７校
鰯　スクールカウンセラー配置
　学校における教育相談機能の充実を図るため、専門的な知識を有する臨床心理士をス
クールカウンセラーとして小・中・府立高校に配置した。
　　配　置　校　　（小学校）向日市立向陽小学校ほか１５校
　　　　　　　　　（中学校）全中学校
　　　　　　　　　（高　校）全府立高校
允　心の居場所サポーター配置
　学校に登校できるが教室に入りにくい児童生徒に対し、相談室等で相談・学習支援を行
うための「心の居場所サポーター」を小・中学校に配置し、不登校の未然防止と早期解決
を図った。
　　配　置　校　　（小学校）宇治市立槇島小学校ほか１５校
　　　　　　　　　（中学校）向日市立西ノ岡中学校ほか２１校
印　いじめ対策２４時間電話相談
　　いじめ問題等に関し、２４時間体制での電話相談を実施した。
　　相談件数　４，４７９件
咽　トータルアドバイスセンター
　学校教育及び家庭教育に関する相談体制の充実を図るため、精神科医、臨床心理士等の
適応指導相談員や臨床・発達心理学等専門的な知識や技能を有するカウンセラーを配置
し、来所及び巡回教育相談を実施した。
　　来所教育相談場所　　府総合教育センター及び同北部研修所
　　巡回教育相談場所　　教育局及びアグリセンター大宮
員　ネットいじめ対策
　学校非公式サイト等への誹謗中傷の書き込みなどネットをめぐるいじめなどから児童生
徒を守るため、民間業者によるネット監視業務を実施するとともに、府民からネットいじ
めに関する情報を受け付けるための専用通報窓口を設置した。
　　監視件数　６，１８２件
　　通報件数　　　５
因　いじめ対策・不登校支援等推進事業
　適応指導教室の設置・機能拡充や教育委員会と民間団体との連携促進に向けた取組につ
いて、市町（組合）に委託した。
　　実施市町村数　７市町（組合）
姻　フリースクール連携推進事業
　不登校児童生徒の学校復帰や希望進路の実現に向けて取り組んでいるフリースクールと
の連携を推進し、児童生徒の社会的自立を支援した。
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　　連携施設　６施設
引　ふれあい宿泊学習
　不登校傾向にある児童生徒がキャンプ等野外活動体験を重ねることにより、自立への
力、登校する力をつける宿泊学習を実施した。
　　　　　　実施場所　　　　　　　　　期間及び開催回数　　　　　参加延べ人数
　　府立るり渓少年自然の家　　１泊２日を３回、７泊８日を１回　　　　１２４人

３　執　　行　　額 ２８７，１８６，００２円　　　　
 （うち委託料　４４，８０６，４５９円）

       １　施策の趣旨等
　基礎基本の徹底や個別課題に対応するための取組を充実し、児童生徒に確かな学力が身に
つくよう、学力向上に向けた実践的・効果的な支援を実施する。
　　　　　　指　　標　　　　　　　　　　目　　標　　　　実　　績
　全国学力・学習状況調査の平均　　　　　　　１０％　　　　　小６：９．２％
　正答率が全国平均正答率の１/２　　　　　　　　　　　　　中３：９．６％
　以下の子どもの割合

２　施策の実施状況
茨　学びと育ちを支える保幼小等連携推進事業
　保幼小等の円滑な接続を図るため、小学校での体験入学事業を実施するとともに、幼児
教育の充実に向けた理論や実践を学ぶ連携推進協議会を開催した。
　　体験入学事業実施校　１００校
芋　京都式「学力向上学習システム」の構築
　児童生徒の学力課題を明確にし、効果的な指導につなげられるよう、小学校向けの学力
向上学習システムを開発した。
鰯　小学校・中学校学力診断テスト
　小・中学校児童生徒の学力を客観的にきめ細かく把握し、一人ひとりに対応した指導及
び授業改善に役立てるため、学力診断テストを実施した。
允　小学生個別補充学習～ジュニア・わくわくスタ～
　学習内容が高度化する小学４・５年生段階のつまずきを解消するとともに、主体的に学
習に取り組む意欲・態度を身に付けさせるため、基礎基本を徹底する補充学習を実施した。
　　実　施　校　　１６９校
印　中１振り返り集中学習～ふりスタ～
　中学１年生の早期に学習のつまずきの解消を図るとともに、主体的に学習に取り組む意
欲・態度を身に付けさせるため、基礎的・基本的な内容を振り返る集中学習を実施した。
　　実　施　校　　１２４校

効果の上がる学力対策
事業
（学校教育課）
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咽　中２学力アップ集中講座
　中学２年生段階における基礎学力の定着を図り、さらに発展した学習ができるよう集中
学習を実施した。
　　実　施　校　　９０校
員　中学生読解力向上対策
　「読む力」と「書く力」を総合的に高めていき、実生活で活用できる力を身に付けた生徒
を育成するため、小論文グランプリ等を実施した。
因　大学の先生に学ぼう体験事業
　京都大学と連携して、研究者が学校へ出向いて授業を行う出前授業や、魅力ある授業づ
くりのための教員研修を実施した。
　　出　前　授　業　　実施校　　９６校
　　教　員　研　修　　受研者　　１３人
姻　理科教育推進事業
　理科の観察実験の機会確保と質の向上のため、理科支援員を配置するとともに、大学教
授による指導助言を実施した。
　　配　置　校　　長岡京市立長岡第二中学校ほか５校
引　学力向上システム開発校
　小・中学校の中から、自校の学力向上に係る課題に基づく実践上の取組を設定し、課題
を克服するための新たな方策の開発に主体的に取り組み、教育活動を改革する学校を「学
力向上システム開発校」として指定し、支援するとともにその成果の波及を図った。
　　実　施　校　　向日市立第２向陽小学校ほか１９校

３　執　　行　　額 ９９，９７１，９５９円　　　　
 （うち委託料　２２，７６１，１７７円）

       １　施策の趣旨等
　「まなび・生活アドバイザー」を配置・派遣し、児童生徒への支援とネットワークづくりに
より、学校をプラットフォームとした福祉関係機関等との連携支援体制を構築する。
　　　　　　　　指　　標　　　　　　　　　　　目　　標　　　　　　　実　　績
　「まなび・生活アドバイザー」の配置校数　　　小学校２１校　　　　　小学校２１校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中学校２０　　　　　　中学校２０

２　施策の実施状況
茨　すべての児童生徒の基礎学力の充実と希望進路の実現を図るため、小中学校に専門家
チームを派遣するとともに、学区の地域をつなぐ地域ネットワーク型サポーターを配置
し、学力課題の調査・分析や指導・地域ネットワークづくりを実施した。
　　実施学区数　４中学校区
芋　地域の状況に詳しい退職教員等を小・中学校に「まなび・生活アドバイザー」として配
置し、担任と連携した支援や福祉関係機関等と連携した家庭環境の改善を行い、生活習慣
の確立と学習習慣の定着を図った。

京都式「学力向上教育
サポーター」事業
（学校教育課）
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鰯　学校に社会福祉士、臨床心理士等を派遣し、困難な家庭環境にある子どもの状況を学校
で把握し、教育的、福祉的観点から学習・生活支援策を検討・実施できるようケース会議
　を開催した。

３　執　　行　　額 １５５，９９８，５３２円　　　　

       １　施策の趣旨等
　古典を現代に生かし親しむ「古典の日」を中心に、児童生徒が古典に親しみ、日本語の美
しさを感じることで言語力の向上を図る。
　　　　　　　　　指　　標　　　　　　　　　目　　標　　　　　実　　績
　小・中学生の古典の朗読大会等参加者　　　約５，０００名　　　　　約１，１００名

２　施策の実施状況
　各教育局ごとに小・中学生による古典作品等の朗読・暗唱大会や古典落語などの鑑賞等を
行った。
　山城教育局　参加者約５００名　　　南丹教育局　参加者約３００名
　丹後教育局　参加者約３００

３　執　　行　　額 ９４０，１５７円　　　　

       １　施策の趣旨等
　児童生徒の暴力行為等の問題行動に対して未然防止の観点から総合的な対策を推進する。
　　　　　　　指　　標　　　　　　　　　　目　　標　　　　　　実　　績
　スクールサポーターや警察と連携し　　全小中学校で開催　　全小中学校で開催
　た非行防止教室の開催数

２　施策の実施状況
茨　中学校における問題行動等の未然防止とともに、課題を抱える児童に対する家庭支援な
どの個別指導及び生徒指導体制の強化のため、小学校５校に「まなび・生活アドバイザー」
を配置した。
芋　ネットトラブルから子どもを守るため、ＰＴＡと連携して保護者を対象とした研修会を
実施した。

３　執　　行　　額 １３，７００，９０３円　　　　

こころを育む古典の日
推進事業
（学校教育課）

少年非行防止対策事業

（ ）学校教育課
社会教育課
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       １　施策の趣旨等
　高校生の海外語学研修や留学への支援・英語指導助手の配置、独自教材の開発などにより、
コミュニケーション能力と国際感覚を身に付けた国際社会で活躍できるグローバル人材を育
成する。
　　　　指　　標　　　　　　目　　標　　　　　　実　　績
　高校生の海外留学者数　　　１２５人　　　　　　　　１２２人
　英語指導助手の配置数　　　全府立高校に配置　　全府立高校に配置

２　施策の実施状況
茨　英語教育人材育成強化事業
　中学校教員の英語力を向上させるため、ＴＯＥＩＣ受験による英語力の把握、研修機関
による集中セミナーを実施した。
芋　外部専門機関と連携し、小学校教員及び中学校、高等学校英語科教員を対象に、英語指
導力の向上に効果的な研修を実施した。
鰯　府内の英語教育強化地域拠点において、公立学校の実態に即したカリキュラムの開発や
一貫性のある指導評価についての研究開発を実施した。
允　英語指導助手の配置
　英語による実践的なコミュニケーション能力の充実や国際理解教育の推進を図るため府
立高校等にＪＥＴプログラムによる英語指導助手を配置した。
印　府立高校生グローバルチャレンジ事業
　英国エディンバラ及びオーストラリアでの語学研修参加者並びに短期留学（１箇月程度）
をする者に留学経費を支援した。
　　対象者数　エディンバラ語学研修補助事業　　　３０人
　　　　　　　海外短期留学チャレンジ補助事業　　１５
　　　　　　　オーストラリア語学研修補助事業　　６０
咽　府立高校「海外サテライト校」事業
　オーストラリア等３箇国の高校へ中期留学（２～４箇月）する１７名に留学経費を支援し
た。
員　府立高校生グローバル文化カフェ事業
　　教育旅行・観光訪日外国人とのおもてなし交流を実施した。
　　実施学校数　１９校

３　執　　行　　額 ２４６，７２６，１５１円　　　　

       １　施策の趣旨等
 府立高校における文化系部活動への支援を通じて、京都の伝統文化の次世代への継承を図
るとともに、京都ならではの文化を育むことを目指す。
　　指　　標　　　　　　　　目　　標　　　　　　　　実　　績
　事業指定校数　　　外部指導者の技術指導による　　　２３校２８部
　　　　　　　　　　文化系部活動の充実

京都次世代グローバル
人材育成事業

（ ）学校教育課
高校教育課

高校生「京の文化力」
推進事業
（高校教育課）
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２　施策の実施状況
　各種大会等で顕著な活動実績のある部や、特に育成に努めることが必要と認める部を対象
として学校を指定し、活動を支援するとともに、その成果の発表に対する経費を助成した。

３　執　　行　　額 ８，５５０，０００円　　　　
 （うち補助金　４，７５０，０００円）

 

 ２　小 学 校 費

         １　施策の趣旨等
　義務教育９年間を見通し、児童生徒や学校の実態に即して必要な教員を配置し、一人ひと
りの児童生徒の確かな学力の定着を図る。
　　　　　　　　指　　標　　　　　　　　目　　標　　　　　実　　績
　学校の実態等に即した教員配置数　　全小学校に配置　　全小学校に配置

２　施策の実施状況
茨　小学校低学年指導充実事業
　児童に学校での基本的な生活習慣及び学習習慣を身に付けさせ、保育園や幼稚園等から
小学校への円滑な移行と定着を図るため、小学校第１及び第２学年の児童数３０人を超える
学級に非常勤講師を配置した。
　　配置状況　第１学年　１１８学級
　　　　　　　第２学年　１０９
芋　京の子ども・少人数教育推進事業
　小学校第３から第６学年で３０人程度の学級編制が可能となるよう教員配置を充実すると
ともに、児童に応じた指導を行うため、少人数授業・ティームティーチング・少人数学級
を市町村教育委員会の選択により実施した。
　　配置状況　少人数授業・ティームティーチング　　９５校　１１９人
　　　　　　　少人数学級　　　　　　　　　　　　　７５　　１２９

３　執　　行　　額 ２，４９５，６３８，２６７円　　　　

       １　施策の趣旨等
　小学校の通常学級に在籍する発達障害等の児童に対して、適切な教育的支援や支援体制の
整備等を先導的に行うため、非常勤講師を配置し、小学校における特別支援教育の充実を図
る。

１　教 職 員 費
（Ｐ２０４）

２，５９９，０６１，７８３
（３４，３１６，６３５，０００）

２，５９９，０６１，７８３
（３４，２８７，７１６，３２９）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 ４６０，６６４，７２０
一 般 財 源
 ２，１３８，３９７，０６３

子どものための京都式
少人数教育推進事業

（ ）教職員企画課
教職員人事課

特別支援教育充実事業

（ ）教職員企画課
教職員人事課



―２９７―

　　　　　　　　　　指　　標　　　　　　　　　目　　標　　　　実　　績
　支援を要する小学校への非常勤講師配置数　　５３校　５３人　　　５３校　５３人　　

２　施策の実施状況
　特に支援を必要とする児童が在籍する小学校において、校内委員会での検討等学校全体と
しての支援体制の充実を図るため、退職教員や特別支援教育専攻の大学院生等を非常勤講師
として配置した。

３　執　　行　　額 １０３，４２３，５１６円　　　　

 

 ３　中 学 校 費

         １　施策の趣旨等
　義務教育９年間を見通し、児童生徒や学校の実態に即して必要な教員を配置し、一人ひと
りの児童生徒の確かな学力の定着を図る。
　　　　　　　指　　標　　　　　　　　　　目　　標　　　　　　実　　績
　学校の実態等に即した教員配置数　　　全中学校に配置　　　全中学校に配置

２　施策の実施状況
　全ての中学校で３５人以下の学級編制が可能な教員配置を充実するとともに、生徒に応じた
指導を行うため、少人数授業・ティームティーチング・少人数学級の実施に必要な教員を市
町村教育委員会の選択により配置した。　　　　　　　
　配置状況　少人数授業・ティームティーチング　８０校　１４７人　　　　　　　　　　
　　　　　　少人数学級　　　　　　　　　　　　３２　　　４１　　　　　　　　　　　

３　執　　行　　額 １，４９５，４３４，３４４円　　　　

       １　施策の趣旨等
　中学校の通常学級に在籍する発達障害等の生徒に対して、適切な教育的支援や支援体制の
整備等を先導的に行うため、非常勤講師を配置し、中学校における特別支援教育の充実を図
る。
　　　　　　　　　指　　標　　　　　　　　　　目　　標　　　　実　　績
　支援を要する中学校への非常勤講師配置数　　　１８校　１８人　　　１８校　１８人

２　施策の実施状況
　特に支援を必要とする生徒が在籍する中学校において、校内委員会での検討等学校全体と
しての支援体制の充実を図るため、退職教員や特別支援教育専攻の大学院生等を非常勤講師
として配置した。

３　執　　行　　額 ３５，６４０，１９１円　　　　

　１　教 職 員 費
（Ｐ２０６）

１，５３１，０７４，５３５
（２１，２２７，６０３，０００）

１，５３１，０７４，５３５
（２１，１９８，６２４，９６７）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 ３４０，９３２，４８０
一 般 財 源
 １，１９０，１４２，０５５

子どものための京都式
少人数教育推進事業

（ ）教職員企画課
教職員人事課

特別支援教育充実事業

（ ）教職員企画課
教職員人事課
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 ４　高等学校費

         １　施策の趣旨等
　府立高校に在籍する発達障害がある生徒への支援体制を整備し、府立高校における特別支
援教育の充実を図る。
　　　　　　　　　指　　標　　　　　　　　　　　目　　標　　　　　実　　績
　支援を要する高等学校への非常勤講師配置数　　　３校　４人　　　　３校　４人

２　施策の実施状況
　発達障害等のある生徒への指導支援体制を整備するため、非常勤講師を配置した。

３　執　　行　　額 １０，５９６，０００円　　　　

       １　施策の趣旨等
　中高連携により、京都市内の中学生の学力向上や問題行動の改善を図るため、高校教員
（常勤講師）を派遣し、高校への就・修学を支援する。
　　　　　指　　標　　　　　　　　目　　標　　　　実　　績
　中学校への高校教員派遣数　　　　１２校　２４人　　　１２校　２４人

２　施策の実施状況
　支援を要する京都市立中学校に対して、高校教員を派遣した。

３　執　　行　　額 １４５，１９８，０７２円　　　　

 

         １　施策の趣旨等
　経済的理由により修学が困難な高校生等に対し、修学資金の貸与や就学支援金の給付等を
行うことにより、教育の機会均等を図り、社会の発展に貢献する人材の育成に資する。

２　施策の実施状況
茨　修学資金等貸与
　経済的理由により修学が困難な高校生等に対し、修学資金等を貸与するとともに、金融
機関の特別制度融資を利用した者に対し、利子相当額を補助した。
　　貸与者数　　修　学　金　　４，２９０人　　　支　度　金　　４１１人
　　　　　　　　利子補給　　　８１５人
芋　通学費補助
　　高額の通学費を負担する家庭に対し、通学費の支援を実施した。
　　助成者数　　　６４人

　　１　高等学校総
　　　　　務費

（Ｐ２０６）

１６０，２７８，０００
（２９，５００，７５０，０００）

１５５，７９４，０７２
（２９，４７６，４９０，５５８）
決算額の財源
内訳
一 般 財 源
 １５５，７９４，０７２

府立高校特別支援教育
支援員配置事業

（ ）教職員企画課
教職員人事課

府市連携学力向上対策
事業

（ ）教職員企画課
教職員人事課

４　教育振興費
（Ｐ２０８）

５，８５４，７１４，０００
（５，９８７，４９３，０００）

５，８２９，６２１，４０８
（５，９６２，３９９，５２８）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 ３，９９７，１２６，９３８
諸　収　入
 １，２００，５１６，６３２
一 般 財 源
　 ６３１，９７７，８３８

高校生等修学支援事業
（高校教育課）



―２９９―

鰯　定時制・通信制教育振興奨励
　定時制・通信制課程に通う生徒の修学を促進するため、修学奨励費の貸与等を実施した。
　　貸与者数　　　４４人
允　奨学のための給付金
　授業料以外の教育費負担を軽減するため、低所得世帯の高校生等に対し、奨学のための
給付金を支給した。
　　受給者数　　５，６９２人
印　公立高校就学支援金
　一定の収入額未満世帯の生徒に対し、授業料に充てるため公立高校就学支援金を支給し
た。
　　対象者数　３４，２７７人

３　執　　行　　額 ５，６５９，３５１，７９５円　　　　
 （うち貸付金　１，２６６，９６５，０００円）

       １　施策の趣旨等
　生徒一人ひとりの能力・個性を伸ばすため、生徒の学力・学習状況をきめ細かに把握・分
析し、状況に応じた取組を推進することで、学力や学校生活の基礎・基本の向上と定着を図
る。

２　施策の実施状況
茨　府立高校実力テスト
　生徒の学力状況を把握し教科指導の充実に努めるとともに、進路指導をより効果的に進
め進路希望の実現を図るため、全ての府立高校で実力テストを実施した。
芋　府立高校「セカンドラーニング教室」設置事業
　義務教育段階の学び直しが必要な生徒の学習不安を解消し、学力不足による中退等の防
止や学習意欲の向上による希望進路実現を図るため、学習内容の定着が十分でない生徒を
対象に個別指導を実施した。
鰯　基礎学力補習
　学習習慣の確立、基礎基本の徹底により、生徒の基礎学力の充実を図るため、補習の実
施や独自教材の作成を行った。
允　進路補習
　生徒の希望進路を実現するため、進学・就職等希望進路に対応したコース別補習の実施
や、資格取得のための就職補習を実施した。
印　学習合宿
　夏季・冬季休業期間中等に学習合宿を実施し、学習習慣の確立や学習意欲の向上を図り、
希望進路の実現に必要な学力を育成した。
咽　大学生教育ボランティア活用事業
　教職を目指す大学生等をボランティアとして受け入れ、授業補助や個別指導補助に活用

確かな学力を身につけ
るための支援事業
（高校教育課）
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し、きめ細かな指導体制の充実を図った。

３　執　　行　　額 ４１，７２０，１００円　　　　

       １　施策の趣旨等
　「府立高校特色化推進プラン」に基づき、生徒一人ひとりに応じた教育と時代の変化に対応
した教育を実践し、各高校の特色化を推進する。
　　　　　指　　標　　　　　　　　　目　　標　　　　　実　　績
　京都大学との連携による　　　　　延べ１，０００人　　　　延べ９４４人
　数学オリンピック等参加者数

２　施策の実施状況
茨　数学オリンピック等チャレンジ事業
　生徒の数学に対する興味・関心を喚起するとともに、数学的な見方や考え方を養い、数
学的資質の向上を図るため、京都数学グランプリを実施した。
　ア　京都・大阪数学コンテスト
　　　開催日時　平成２９年７月１６日
　　　会　　場　京都大学ほか５会場
　イ　京都数学オリンピック道場
　　　開催日時　平成２９年１１月１２日、１２月１０日の２日間
　　　会　　場　京都大学理学部
芋　グローバルネットワーク京都等
　大学教授等による論文作成講座や高校生による論文コンテスト、民間企業と連携した商
品開発等の取組を実施した。
鰯　京都フロンティア校支援事業
　　各高校の特色に応じて自ら設定したテーマに基づく先進的な取組を支援した。
　　実　　施　　校　鴨沂高等学校ほか２３校
允　スーパーグローバルハイスクール設置事業
　　大学等と連携して、国際的に活躍できる人材の育成や教育課程を開発した。
　　実　　施　　校　嵯峨野高等学校、鳥羽高等学校
印　スーパープロフェッショナルハイスクール設置事業
　　大学等との連携など先進的で卓越した取組を行う専門高校での研究開発を支援した。
　　実　　施　　校　京都すばる高等学校
咽　京都フレックス学園構想推進事業
　　清明高等学校における教育環境の充実に関する取組を支援した。

３　執　　行　　額 ６５，８２２，５３８円　　　
　

府立高校特色化事業
（高校教育課）
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       １　施策の趣旨等
　府立高校生が希望する進路を実現できるよう、動画コンテンツ等特色ある学習教材を活用
した教育環境の整備を図る。

２　施策の実施状況
　進学予備校等の動画コンテンツを活用した学習指導を実施した。
　実　　施　　校　綾部高等学校ほか１１校

３　執　　行　　額 ２４，９２９，０００円　　　　

       １　施策の趣旨等
　社会で生きていくために、すべての高校生が身につけておくべき考え方や知識の習得を支
援し、社会の担い手として必要な「生きる力」の育成を図る。

２　施策の実施状況
茨　新入生アシストセミナー
　新入生を対象として、高校生としての基本的な規律を身につけ、高校における学習習慣
の基本を身につけるため、高校生活に適応できるためのオリエンテーションなどを実施し
た。
芋　社会的素養育成支援事業
　社会で生きていくために必要な社会的素養の育成を図るため、大学の研究者、専門性の
高い職業人などの外部人材による講演等を実施した。
鰯　わたしの未来づくり支援事業
　職業体験などにより職業観を育成するとともに、働く上で必要な労働法規などの社会的
知識の習得を図るため、進路実現セミナーなどを実施した。
允　高校生地域とつながる事業
　地域の魅力発信の機会とするとともに、生徒の地域への関心を高め、地域に寄与する人
づくりを推進するため、府立高校生の清掃活動や災害被災者支援など様々なボランティア
　活動などの取組を支援した。
印　主権者としての高校生育成支援事業
　　有権者として必要な政治的教養の育成を図るため、模擬選挙等の取組を実施した。

３　執　　行　　額 １１，７９７，９７５円　　　　

       １　施策の趣旨等
　日本・郷土の伝統文化を尊重する態度の育成に当たり、京都府にゆかりの深い茶道及び華
道を取り上げ、伝統文化への関心を高めるとともに、豊かに生きる力を育む。

高校生学習チャレンジ
サポート事業
（高校教育課）

明日の京都を担う高校
生育成支援事業
（高校教育課）

高校生伝統文化事業
（高校教育課）



施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等主 要 な 施 策決 算 額予 算 現 額科 目

円円
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　　　　　　指　　標　　　　　　　　　　　　　目　　標　　　実　　績
　体験学習（茶道）の実施校数　　　　　　　　　全府立高校　　全府立高校
　体験学習（華道）の実施校数　　　　　　　　　２０校　　　　　２５校
　体験学習（和歌などの伝統文化）の実施校数　　１７　　　　　　２５
　文化歴史推進校の指定校数　　　　　　　　　　６　　　　　　６

２　施策の実施状況
　府立高校において、総合的な学習の時間等を活用し、茶道や華道に関する講義や作法を通
して、規範意識や思いやりの心を学ぶ授業を実施した。
　実　　施　　校　茶道　全府立高校
　　　　　　　華道　清明高等学校ほか２４校
　　　　　　　和歌などの伝統文化　山城高等学校ほか２４校
　　　　　　　文化歴史推進校　鴨沂高等学校ほか５校

３　執　　行　　額 ２３，０００，０００円　　　　

       １　施策の趣旨等
　聴覚に障害のある生徒に対して学習補助システムを活用した授業の実施を図る。

２　施策の実施状況
　府立高校において、聴覚障害生徒に対する学習補助システムによる支援を試行的に実施し
た。
　実　施　　校　　４校

３　執　　行　　額 ３，０００，０００円　　　　

 

         １　施策の趣旨等
　鴨沂高等学校校舎について改築等による耐震化を図り、安心・安全な教育環境を整備する。

２　施策の実施状況
　鴨沂高等学校校舎整備のため、改築工事を実施した。

３　執　　行　　額 ２，１５８，５９３，５６８円　　　　

       １　施策の趣旨等
　南陽高等学校に府南部地域初となる府立中学校を整備する。

２　施策の実施状況
　南陽高等学校附属中学校開校に向けて、南陽高校の校舎の改修工事を実施した。

特別支援教育総合推進
事業
（高校教育課）

５　学校建設費
（Ｐ２０８）

３，００５，１２６，０００
（３，００５，１２６，０００）
翌年度への繰越
事業費繰越額
 ３８７，９３０，０００
鴨沂高校校舎等　 　　　　　　　 整備費
兼
献
験

券
献
鹸

２，６１５，３７１，３６３
（２，６１５，３７１，３６３）
決算額の財源
内訳
繰　越　金
 ３，７７０，０００
府　　　債
 ２，５９５，０００，０００
一 般 財 源
 １６，６０１，３６３

鴨沂高校校舎等整備事
業

（管　理　課）

南陽高校校舎等整備事
業

（管　理　課）



―３０３―

３　執　　行　　額 ３５，７９０，０００円　　　　

       １　施策の趣旨等
　老朽化した校舎等の維持補修を計画的に実施する。

２　施策の実施状況
　老朽校舎改修及び設備改修等を実施した。
　老朽校舎・設備改修 ３２７，９７９，５６２円　　　　
　建築物定期点検 ４０，５２３，５６０　　　　　

３　執　　行　　額 ３６８，５０３，１２２円　　　　

       １　施策の趣旨等
　府民との協働や地域との連携による公共事業をより一層推進するため、府民からの公募に
基づき、地域や市町村と連携し、身近な安心・安全の地域基盤の整備を推進する。

２　施策の実施状況
　府民提案に基づき、生徒が安心・安全に学ぶことができる教育環境の向上のため、洛北高
等学校ほか１０施設で施設の改修を実施した。

３　執　　行　　額 ５２，４８４，６７３円　　　　

 

 ５　特別支援学校
　　費

         １　施策の趣旨等
　山城地域の特別支援学校における児童生徒の急増に対応するため、井手町との連携協力の
もと、新設特別支援学校の整備を推進する。

２　施策の実施状況
　建設予定地の埋蔵文化財発掘調査を実施するとともに、造成工事及び校舎実施設計に着手
した。

３　執　　行　　額 １３５，１８０，０００円　　　　

       １　施策の趣旨等
　新設特別支援学校の円滑な開校を図るため、山城地域においてインクルーシブ教育システ
ムの構築に向けたネットワークづくりを行う。

老朽校舎等改修事業
（管　理　課）

府民公募型整備事業
（管　理　課）

１　特別支援学
校費
（Ｐ２１０）

１，０１０，１９８，０００
（１３，４９７，２５７，４８９）
翌年度への繰越
事業費繰越額
 ６３３，０００，０００
新設特別支援学
校整備推進費
 ３７１，０００，０００
　 　　　　　　　 老朽校舎等改修
費
 １５６，０００，０００
学校施設長寿命
化推進費
　１０６，０００，０００

　
　
　
　
兼
献
献
献
献

献
献
献
献
献
験   

　
　
　
　
券
献
献
献

献
献
献
献
献
献
鹸   

３７４，６９０，６５８
（１２，８１９，２０４，０７１）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 １８，９４１，８０５
繰　越　金
 １０，０７６，０００
府　　　債
 ３１７，０００，０００
一 般 財 源
 ２８，６７２，８５３

新設特別支援学校整備
推進事業

（管　理　課）

地域共生型支援学校推
進事業
（特別支援教育課）
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２　施策の実施状況
　山城地域の特別支援学校において、特別支援学校の活動に関する理解を深めるために、地
域の小・中学校や住民との交流、共同学習等を実施した。

３　執　　行　　額 １，０００，０００円　　　　

       １　施策の趣旨等
　児童・生徒数の増加に対応し、教育活動の充実を図るための施設整備を行う。

２　施策の実施状況
　給食調理施設の拡張工事を実施した。

３　執　　行　　額 １４，８５６，０００円　　　　

       １　施策の趣旨等
　舞鶴こども療育センターの新築に併せて舞鶴支援学校北吸分校を移転し、同校行永分校と
統合することで、教育と福祉・医療との一層の連携を図る。

２　施策の実施状況
　廃校となった北吸分校校舎の解体工事を実施した。

３　執　　行　　額 ７６，２４６，９２０円　　　　

       １　施策の趣旨等
　老朽化した校舎等の維持補修を計画的に実施する。

２　施策の実施状況
　老朽校舎改修及び設備改修等を実施した。
　老朽校舎・設備改修 ８２，７５７，８５２円　　　　
　建築物定期点検 ８，０５２，０００　　　　　

３　執　　行　　額 ９０，８０９，８５２円　　　　

       １　施策の趣旨等
　府民との協働や地域との連携による公共事業をより一層推進するため、府民からの公募に

南山城支援学校校舎等
整備事業
（管　理　課）

舞鶴支援学校校舎等整
備事業

（管　理　課）

老朽校舎等改修事業
（管　理　課）

府民公募型整備事業
（管　理　課）



―３０５―

基づき、地域や市町村と連携し、身近な安心・安全の地域基盤の整備を推進する。

２　施策の実施状況
　府民提案に基づき、生徒が安心・安全に学ぶことができる教育環境の向上のため、聾学校
で改修を実施した。

３　執　　行　　額 １８，４９８，２４０円　　　　

       １　施策の趣旨等
　発達障害を含む障害のある幼児児童生徒一人一人の教育ニーズに応じて、一貫した支援を
総合的に行う。
　　　　　　　　　指　　標　　　　　　　　　　　目　　標　　　　　実　　績
　京都府スーパーサポートセンターにおける　　　１１回・１，０００人　　　１１回・５７３人
　教員への体験型専門研修の実施回数・受講
　者数
　京都府スーパーサポートセンター及び各地　　　　　６，８００件　　　　　　５，４２５件
　域支援センターにおける小中学校等に対す
　る相談支援件数

２　施策の実施状況
茨　特別支援教育サポート拠点事業
　特別支援教育の拠点校である宇治支援学校内に「京都府スーパーサポートセンター」を
設置し、総合教育センター、各地域支援センター、盲学校及び聾学校と連携、子ども・保
護者・教員・地域を支援した。
　ア　宇治支援学校の授業等を活用した教員への体験型専門研修
　　　１１講座開催　受講者　５７３人
　イ　医師や作業療法士等からなる専門家チーム等を活用した相談支援
　　　相談件数　　　１３７件
　ウ　府南部地域における就学前からの視覚・聴覚障害のある子どもへの相談支援
　　　相談件数　　　８８３件
芋　地域等連携推進事業
ア　各地域支援センターにおける教育相談、医師、臨床心理士、福祉関係者及び教員等に
よる教育相談

　　　相談件数　４，５４２件
　イ　小中学校等での研修会への講師派遣
　　　支援件数　　　２００件

３　執　　行　　額 ２４，９０９，６４０円　　　　

特別支援教育総合推進
事業
（特別支援教育課）
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       １　施策の趣旨等
　特別支援学校高等部生徒の職業的自立を促進するため、就労支援及び職業教育内容の充実
を行う。
　　　　指　　標　　　　　　　　目　　標　　　　　　　　　実　　績
　一般企業への就職率　　　３０％（平成３０年度）　　平成２９年度末卒業生　２７．７％

２　施策の実施状況
茨　職業学科設置準備
　生徒全員が企業就労を目指す職業学科を特別支援学校に設置するための関連教材を整備
した。
　　学科設置校　八幡支援学校
　　学　科　名　福祉総合科
芋　ふれあい・心のステーション
　府立特別支援学校全１１校が参加し、生徒が自ら製作品の販売実習・実演を行い、府民と
の交流や企業の理解啓発を図った。
　　日　　程　平成２９年９月６日～７日
　　会　　場　大丸京都店
　　入場者数　約７，０００人
鰯　生徒の進路支援
　進路指導担当教員がハローワーク等と連携し、新しい職場の開拓や現場実習の受入先の
確保に一層取り組めるよう非常勤講師を１０校に配置した。

３　執　　行　　額 １０，６９０，００６円　　　　

       １　施策の趣旨等
　外部機関等と連携し、生徒の清掃や接客などの職種別専門的技能を客観的に評価するシス
テム（京しごと技能検定）を構築する。

２　施策の実施状況
　教職員向け指導者講習会を実施するとともに、各種目で京しごと技能検定を実施した。
　実施種目　清掃、接客、パソコン実務

３　執　　行　　額 ２，５００，０００円　　　　

特別支援学校職業教育
等充実事業
（特別支援教育課）

羽ばたけ就労支援事業
（特別支援教育課）



―３０７―

 ６　大　　学　　費

         １　施策の趣旨等
　府立医科大学及び府立大学が法人化により、質の高い教育研究等を実施することを通じ
て、府民の健康増進及び福祉の向上等に貢献するとともに、中期計画期間に合わせた収支見
通しを立て、弾力的・効率的で透明性の高い運営の実現が行えるよう支援を行う。

２　施策の実施状況
　京都府公立大学法人によって行われた、幅広い教養、高度の専門的知識及び高い倫理観を
備えるための人材育成、他大学や地域の多様な主体と協力・連携した研究成果等の活用、附
属病院における医療の提供等を通じた社会への貢献等の事業を支援した。

　府 立 医 科 大 学　  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年間延べ人数　　　　１日平均

　 　  

　 　  

　府 立 大 学　  

３　執　　行　　額 ９，１６２，０６８，０００円　　　　
 （交付金）　　　　　　

       １　施策の趣旨等
　京都府公立大学法人が行う施設設備整備事業に対して貸付けを行い、法人の施設設備整備
事業の円滑な実施を図る。

２　施策の実施状況
茨　医療機器整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　治療計画用ＣＴ、放射線安全管理設備機器等を整備した。 ６１８，０００，０００円　　　　
芋　施設整備事業
　　病棟無停電電源装置更新等を行った。 ５０，０００，０００円　　　　

３　執　　行　　額 ６６８，０００，０００円　　　　
 （貸付金）　　　　　　

１　大　学　費
（Ｐ２１２）

１０，２０８，０６８，０００
（１０，３５９，４９８，０００）
翌年度への繰越
事業費繰越額
　　１１１，０００，０００
医科大学附属病
院手術室機能強
化費
 ７８，０００，０００
　 　　　　　　　 医科大学附属病
院精神科病棟整
備事業
 ３３，０００，０００

　
兼
献
献
献
献

献
献
献
献
験   

　
券
献
献
献

献
献
献
献
献
鹸   

１０，０９７，０４１，８６４
（１０，２４８，４０９，９３７）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 ３４，７８６，９３２
寄　附　金
 １，０００，０００
府　　　債
 ８５０，０００，０００
一 般 財 源
 ９，２１１，２５４，９３２

京都府公立大学法人運
営費交付金
（大学政策課）

兼
牽
験

学　　　部　医学科６５７人、看護学科３３９人
大　学　院　医学研究科３０９人、保健看護研究科１９人

府立医科大学附属
病院

兼
牽
験

入院患者数　　　　　２２５，２２６人　　　　　　６１７人
外来患者数　　　　　５０５，８４８　　　　　　２，０７３

府立医科大学附属
北部医療センター

兼
牽
験

入院患者数　　　　　　７９，５９４　　　　　　　２１８
外来患者数　　　　　１４５，１６３　　　　　　　５９５

兼
献
牽
献
験

学　　　部　文学部４７５人、公共政策学部４４８人、
　　　　　　生命環境学部９０２人
大　学　院　文学研究科６４人、公共政策学研究科３４人
　　　　　　生命環境科学研究科１８４人

京都府公立大学法人施
設設備整備資金貸付金
（大学政策課）
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       １　施策の趣旨等
　府立大学精華キャンパス内の太陽光発電・燃料電池を備えた創エネ・省エネ型の次世代型
植物工場施設において、施設運用の実証実験や京都独自の高機能性野菜の研究開発を行う。

２　施策の実施状況
　栽培法を確立した、安心安全で付加価値の高い野菜（「健康野菜・けいはん菜」）の品質向
上に取り組み、食味改善や発がん要素を低減させる新たな栽培法や、生産コスト低減に繋が
る「マグネシウムの発育促進効果」を発見した。

３　執　　行　　額 ３，０００，０００円　　　　
 （委託料）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　和食文化の保護・継承を図るため、府立大学における高等教育機関設置に向けた学問体系
の構築に係る調査・研究等に対して支援を行う。

２　施策の実施状況
　和食文化学科開設準備に向けて、学部横断プログラム「和食の文化と科学」の実施やカリ
キュラムの検討をするとともに、和食文化学を創設・発展させるため「和食文化学会」を設
立した。

３　執　　行　　額 ３６，０００，０００円　　　　
 （交付金）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　医科大学附属病院の手術室を２室増室し、手術待ち状態の改善を図り、府民に高度医療を
提供するため、京都府公立大学法人に対して貸付を行う。

２　施策の実施状況
　中央診療棟５階現手術室（１２室）周辺に手術室２室を増室するための実施設計を行った。

３　執　　行　　額 １２，０００，０００円　　　　
 （貸付金）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　府政の推進及び府域の発展に寄与し社会的貢献を果たすため、府立大学が市町村、ＮＰＯ
等と共同して地域の課題解決に向けた調査・研究を行う「地域貢献型特別研究（ＡＣＴＲ）」

次世代型植物工場研究
事業
（大学政策課）

和食文化高等教育機関
設置推進事業
（大学政策課）

医科大学附属病院手術
室機能強化事業
（大学政策課）

府立大学地域貢献活動
強化事業
（大学政策課）
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の取組及び研究成果の発信に対して支援を行う。

　指標：調査研究活動件数
　目標：２０件　実績：２０件

２　施策の実施状況
茨　調査研究活動
　　研 究 分 野　　件数　　　　　　　　　内　容　　　　　　　　　　　　　　
　　文学・歴史　　２件　京丹後市域の文化遺産活用を通した地域・学校連携の構築他
　　公 共 政 策　　２　　地域運営組織形成に向けた住民自治と団体自治の関係性及び
　　　　　　　　　　　　地域へのアプローチ方策の検討他
　　生 命 環 境　　１５　　早生樹の活用による森林資源再造成・学校環境教育の実践他
　　和 食 文 化　　１　　「京料理」形成過程に関する歴史的考察　　　　　　　　　
　　　　計　　　　　２０
芋　研究成果報告会の開催
　　　　開　催　日　　　　　　　　会　場　　　　　　　　　来場者数
　　平成２９年１０月５日　　　京都府立京都学・歴彩館　　　　　　１００人
　　平成３０年３月１８日　　　舞鶴市政記念館　　　　　　　　　　１０５

３　執　　行　　額 ３０，０００，０００円　　　　
 （交付金）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　高度な看護分野の実践者、研究者等の育成を目指すため、府立医科大学大学院保健看護学
研究科の博士課程設置に向けた準備に対する支援を行う。

２　施策の実施状況
　平成２９年１１月に文部科学省から設置認可を受け、入学説明会開催の案内や学生募集要項の
作成等、平成３０年４月開設に向け学生募集を行った。

３　執　　行　　額 １，０００，０００円　　　　
 （交付金）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　府立大学における和食文化学科の設置を控え、和食文化の魅力を発信する事業に対して支
援を行う。

２　施策の実施状況
　海外研究者を交えた和食文化の講演など、和食文化学会設立総会・設立記念シンポジウム
を開催した。

府立医科大学大学院保
健看護学研究科博士課
程開設準備事業
（大学政策課）

「和食の文化祭典」事
業

（ ）文化芸術課
大学政策課
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　　　　開　催　日　　　　　　　　　　会　　場　　　　　　　　　　来場者数
　平成３０年２月１９、２０日　　ＡＮＡクラウンプラザホテル京都　　　　　約４００人
　　　　　　　　　　　　　京都府立大学

３　執　　行　　額 ３，９７３，８６４円　　　　

　 （うち  

       １　施策の趣旨等
　平成２９年台風１８号により被災した府立医科大学附属北部医療センターの雨水浸入防止対策
のための調査等に対する支援を行う。

２　施策の実施状況
　防水保護資材の劣化や接着不良など、漏水原因を調査した。

３　執　　行　　額 ３，０００，０００円　　　　
 （交付金）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　平成２９年台風２１号に係る災害からの早期復旧に対する支援を行う。

２　施策の実施状況
　府立医科大学及び府立大学の災害復旧事業を行った。
　府立医科大学（倒木処理等） ３，２００，０００円　　　　
　府立大学（倒木処理等） ４，８００，０００　　　　　

３　執　　行　　額 ８，０００，０００円　　　　
 （交付金）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　精神科病棟の療養環境向上を図るための既存病棟改修・移転事業の実施に向け、京都府公
立大学法人に対して貸付を行う。

２　施策の実施状況
　精神科病棟を移転するため、個室を７室から１９室へ増やす等の改修工事に着手した。

３　執　　行　　額 １７０，０００，０００円　　　　
 （貸付金）　　　　　　

委託料　１，４３２，５８０円
交付金　２，０００，０００ ）

北部医療センター防水
対策調査事業
（大学政策課）

京都府公立大学法人施
設災害復旧事業
（大学政策課）

医科大学附属病院精神
科病棟整備事業
（大学政策課）
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 ７　社会教育費

         １　施策の趣旨等
　「学校・家庭・地域」が連携・協働し、地域社会全体で教育に取り組む体制づくりや子ども
たちを心豊かで健やかに育てる環境づくりを推進し、社会全体の教育力の向上や地域の活性
化を図る。
　　　　　　指　　標　　　　　　　　　　目　　標　　　　　実　　績
　「京のまなび教室」の開設数　　　　　　　　８０教室　　　　　　８３教室
　学校支援地域本部の新規取組校数　　　　　５校　　　　　　　７校
　「地域未来塾」の開設数　　　　　　　　　　４５箇所　　　　　　３４箇所
　土曜日の教育支援体制等構築事業　　　　　４０校　　　　　　　３８校
　実施箇所数

２　施策の実施状況
茨　「京のまなび教室」の開設等
　放課後の体験活動・学習活動等の充実を図るため、「京のまなび教室」を開設する市町
（組合）に対し、助成を行った。
　　開 設 数　　１８市町（組合）　８３教室
芋　「学校支援地域本部」の設置
　学校と地域の連携を一層進めるため、学習・部活動支援、環境整備などに取り組む学校
支援地域本部の設置を促進し、新たな取組校が増えるよう市町（組合）に助成を行った。
　　設置箇所数　１４市町（組合）　３７本部　１２２校
鰯　「地域未来塾」の開設
　学習が遅れがちな中学生等を対象とした地域住民の協力による学習支援を行う「地域未
来塾」の開設を行う市町（組合）に助成を行った。
　　実施箇所数　１０市町（組合）　３４箇所　３７校
允　土曜日の教育支援体制等構築
　地域の多様な経験や技能を持つ人材・企業等の協力による体系的・継続的な土曜日の教
育活動を支援する体制の構築に取り組む市町（組合）に助成を行った。
　　実施箇所数　５市町（組合）　８箇所　３８校

３　執　　行　　額 ５８，８８８，７２７円　　　　
 　（うち補助金　５６，８５９，０００円）

       １　施策の趣旨等
　家庭での学習や生活習慣がしっかり身に付くよう、就学前の子どもを持つ保護者を対象に
学習機会や情報の提供を行うとともに、相談体制の充実を図ることにより、家庭の教育力の
一層の向上を目指す。

１　社会教育総
務費
（Ｐ２１２）

７８，１０６，０００
　（２２８，４３４，０００）

７１，７５３，０５０
　（２２０，７４６，５３７）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 ３８，７９２，３０６
一 般 財 源
 ３２，９６０，７４４

子どものための地域連
携事業
（社会教育課）

家庭教育支援事業
（社会教育課）
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　　　　　　　指　　標　　　　　　　　目　　標　　　　実　　績
　家庭教育に関する学習機会提供数　　　　　７０回　　　　　　８０回
　家庭教育支援活動チーム数　　　　　　７チーム　　　　７チーム

２　施策の実施状況
　家庭の教育力の向上のため、保護者への学習機会の提供や家庭教育支援チーム活動を行う
市町（組合）に対し、助成を行った。
　実施市町　６市町（組合）

３　執　　行　　額 ２，４９６，８７０円　　　　
 （うち補助金　１，２６３，０００円）

       １　施策の趣旨等
　様々な課題を抱える家庭に対する訪問型の家庭教育支援体制を構築し、家庭や子どもを地
域で支える取組を推進する。
　　　　　　指　　標　　　　　　　　　　目　標　　　　　　実　績
　訪問型家庭教育支援の実施数　　　　　２市町　　　　　　２市町

２　施策の実施状況
　家庭教育支援員が困難を抱える家庭を対象に訪問して相談や助言を行った。また、家庭教
育支援員を中心に地域人材や関係機関により構成するネットワーク会議を実施した。

３　執　　行　　額 ４，１７８，８６６円　　　　
 （うち委託料　３，９１２，６７８円）

       １　施策の趣旨等
　次代を担う中高校生のライフデザインを考える力の育成を図る。

２　施策の実施状況
　中高校生向けの「子育て学習プログラム」を作成・活用し、家族の大切さや子どもを生み
育てる意義を学ぶ授業を実施した。
　プログラムを活用した学校数　５１校（分校含む。）

３　執　　行　　額 ６，１８８，５８７円　　　　

訪問型家庭教育支援事
業
（社会教育課）

少子化対策総合戦略事
業
（社会教育課）
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 ８　文化財保護費

         １　施策の趣旨等
　府内の貴重な文化財を適切に保存・活用することにより、文化財の後世への継承を図る。

２　施策の実施状況
茨　府内遺跡等緊急確認調査
　　府道拡幅事業や農業基盤整備事業等に伴う試掘調査及び立会調査等を実施した。
　　調査件数　京都府主体　　１０件
　　　　　　　その他機関　　２５７
芋　恭仁宮跡保存活用調査
　恭仁宮跡の内部構造の解明とともに、今後の保存・活用に向けた発掘調査を実施し、調
査結果を周知する現地説明会を開催した。
鰯　埋蔵文化財発掘調査費補助
　　開発に伴う緊急発掘調査等を行う市町に対して補助した。
　　向日市ほか　１６市町　１７件
允　史跡等買上費補助
　　史跡等保存のため公有化を行う市に対して補助した。
　　木津川市　１件

３　執　　行　　額 ４３，２４０，０００円　　　　
 （うち補助金　２６，０９０，０００円）

       １　施策の趣旨等
　府内の貴重な文化財を適切に保存・活用することにより、文化財の後世への継承を図る。

２　施策の実施状況
茨　建造物保存修理受託
　国宝・重要文化財建造物のうち、破損の甚だしいものについて、それぞれの所有者から
委託を受けて、保存修理を実施した。
　　知恩院本堂・集會堂ほか ５７５，０１７，０００円　　　　
　　清水寺本堂ほか ２６３，４０６，０００　　　　　
　　仁和寺観音堂ほか １７８，２４０，０００　　　　　
　　裏千家住宅 ６４，９３５，０００　　　　　
　　本 寺本堂ほか １３５，７０５，０００　　　　　
　　萬福寺法堂ほか ３７，１０４，０００　　　　　
　　黄梅院本堂及び庫裏 ８０，８５８，０００　　　　　
　　平等院鳳凰堂中堂 ７，６５２，０００　　　　　
　　教王護国寺大師堂（西院御影堂） １１３，８３６，０００　　　　　
　　光明寺二王門　 ６５，３６８，０００　　　　　
　　賀茂別雷神社楼門ほか １１５，６４８，０００　　　　　

１　文化財保護
費
（Ｐ２１４）

２，６９１，０９２，０００
（３，０２０，７０７，０００）
翌年度への繰越
事業費繰越額
３７８，２０２，０００

歴史的建造物保　 　　　　　　　 存伝承事業費
兼
献
験

券
献
鹸

２，３１０，１７０，０００
（２，６３８，７５８，０５６）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 ３３，９１５，０００
寄　附　金
 ２，９３２，０００
繰　入　金
 １９２，９７１，０００
諸　収　入
 ２，０１３，６９９，０００
一 般 財 源
 ６６，６５３，０００

埋蔵文化財調査保存事
業
（文化財保護課）

歴史的建造物等保存伝
承事業　　　
（文化財保護課）
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　　松尾大社本殿 １３７，５９３，０００円　　　　
　　曼殊院本堂ほか ９９，１０３，０００　　　　　
　　杉本家住宅 ２３，１２６，０００　　　　　
　　本願寺阿弥陀堂ほか ８６，０２０，０００　　　　　
　　小林家住宅主屋ほか ７，４５１，０００　　　　　
　　北野天満宮廻廊ほか １５，７７１，０００　　　　　
　　知恩院小庫裏 ４，５７７，０００　　　　　
　　仁和寺五重塔 ２，２８９，０００　　　　　
　　　　計　１９件 ２，０１３，６９９，０００　　　　　
芋　建造物保存修理現場公開
　建造物の歴史・修理の仕方等について学ぶ機会を提供し、文化財保護の普及啓発に役立
てるため、本願寺飛雲閣ほか５箇所の修理現場を公開した。
鰯　国指定文化財等補助
　　国指定文化財の保存修理等に対して補助した。
　　大徳寺ほか　２６０件
允　文化財巡視
　文化財保護指導委員を委嘱し、文化財の巡視や文化財保護に関する指導・助言を行うと
ともに、地域住民の文化財保護意識の高揚を図るための普及活動を行った。
　　委嘱人数　６９人
　　巡視状況　延べ１，０２１日　２，８１５箇所
印　重要伝統的建造物群保存地区保存事業費補助
　　重要伝統的建造物群保存地区の保存事業に対して補助した。
　　南丹市美山町北重要伝統的建造物群保存地区ほか２保存地区
咽　祇園祭山鉾保存費補助
　重要有形民俗文化財である祇園祭山鉾のうち、緊急に修理を要するものに対して、補助
した。
　　山伏山ほか　３件
員　京都の史跡・埋蔵文化財活用事業
　府内の史跡・埋蔵文化財に対しての理解や関心を深めるため、出土品の展示や現地見学
会等を実施した。
　　参加者数　３，６６４人

３　執　　行　　額 ２，０９３，９８８，０００円　　　　
 （うち補助金　７１，０９４，０００円）　
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       １　施策の趣旨等
　府内の貴重な文化財を適切に保存・活用することにより、文化財の後世への継承を図る。

２　施策の実施状況
　暫定登録文化財の緊急修理等に対して助成を行った。
　賀茂別雷神社ほか　４９件

３　執　　行　　額 ６０，１７７，０００円　　　　
 （補助金）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　府内の貴重な文化財を適切に保存・活用することにより、文化財の後世への継承を図る。

２　施策の実施状況
　府指定・登録文化財の保存修理等に対して助成を行った。
　三玄院ほか　１２７件

３　執　　行　　額 ９４，０００，０００円　　　　
 （補助金）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　平成２９年台風１８号及び２１号により被害を受けた文化財の災害復旧を実施する。

２　施策の実施状況
　平成２９年台風１８号及び２１号で被災した文化財の保存修理等に対して助成等を行った。
　北野天満宮ほか　３５件

３　執　　行　　額 １８，７６５，０００円　　　　
 （うち補助金　１６，６４５，０００円）

 

 ９　保健体育費

         １　施策の趣旨等
　京都府内の公立学校における児童生徒の一層の安心・安全の確保のため、生活安全、交通
安全、災害安全の３分野について、安全対策を推進する。
　　　　　　　指　　標　　　　　　　　　　　目　標　　　　　　　実　績
　児童生徒登下校中の事件・事故による　　前年度比大幅減　　　　　１名減
　死傷者数　　　　　　　　　　　　　　　（前年度死傷者数３８名）　
　学校安全計画を毎年点検及び　　　　　　　　　１００％　　　　　　　９８．６％
　見直す学校の割合

暫定登録文化財等緊急
修理保護事業
（文化財保護課）

府指定・登録文化財保
存修理事業
（文化財保護課）

文化財災害復旧事業
（文化財保護課）

１　保健体育総
務費
（Ｐ２１６）

３，５３７，０００
　（４０９，５５３，０００）

３，５３０，１１１
　（３９６，６３９，１７４）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 １，４４７，１１１
一 般 財 源
 ２，０８３，０００

地域ぐるみの学校安全
体制整備推進事業
（保健体育課）
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２　施策の実施状況
茨　子どもたちを見守る安全体制の整備
　スクールガード・リーダーによる学校やスクールガードに対する警備のポイント等の指
導のほか、スクールガードの養成に対する支援を行った。
　　実施市町　５市町
芋　学校安全教室指導者講習会等の開催
　　生活安全や交通安全、災害安全に関する教職員向け講習会を開催した。
　　実施回数　３回

３　執　　行　　額 ２，５３０，１１１円　　　　
 （うち補助金　２，１６６，０００円）　

       １　施策の趣旨等
　小中高校生の薬物乱用ゼロを目指し、薬物乱用防止対策を推進する。
　　　　　　　指　　標　　　　　　　　　　目　　標　　　　実　　績
　児童生徒の薬物乱用　　　　　　　　　　　　０件　　　　　　０件
　小中高校における薬物乱用防止教室開催率　　１００％　　　　　　１００％

２　施策の実施状況
　薬物乱用防止教育の一層の充実及び各校での薬物乱用防止教室の内容の充実を図るため、
学校保健関係及び生徒指導担当の教職員を対象に、児童生徒の意識や行動の変容につながる
教育手法についての研修会を開催した。
　実施回数　２回

３　執　　行　　額 １，０００，０００円　　　　

 

         １　施策の趣旨等
　京都トレーニングセンターを拠点とした医科学的トレーニングを実施し、ジュニアアス
リートのサポート体制を構築する。

２　施策の実施状況
　京都トレーニングセンターを拠点として、ジュニアアスリートの競技力向上と健康体力維
持増進のため、京都府スポーツセンターと連携した運営を行い、科学的測定に基づいたト
レーニング指導や動作分析、メンタルサポート等の複合的な医科学トレーニングプログラム
を提供した。
　プログラム　　　　　　京都トレーニングセンター　京都府スポーツセンター
　　　　　　　　　　　　　　　　利用者数　　　　　　　　　利用者数

薬物乱用ゼロ推進事業
費
（保健体育課）

２　体育振興費
（Ｐ２１８）

３２１，１９７，０００
（４８１，９１３，０００）

３１７，１７７，５８４
（４７７，６０３，７９６）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 ４６，４４０，０００
諸　収　入
 ６，２１６，０００
一 般 財 源
 ２６４，５２１，５８４

ジュニアアスリート強
化拠点施設運営事業
（スポーツ振興課）
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　測定　　　　　　　　　　　　　１，０３０人　　　　　　　　　　５５９人
　トレーニング指導　　　　　　　４，５５２　　　　　　　　　　　　－
　栄養指導　　　　　　　　　　　　４７９　　　　　　　　　　１，１３３
　ボディケア　　　　　　　　　　　４８９　　　　　　　　　　　　－
　医事相談　　　　　　　　　　　　　１９　　　　　　　　　　　　８３
　メンタルサポート　　　　　　　　４８１　　　　　　　　　　　　－
　動作分析　　　　　　　　　　　　１６３　　　　　　　　　　　　－
　　　計　　　　　　　　　　　　　７，２１３　　　　　　　　　　１，７７５

３　執　　行　　額 ４３，４１８，０００円　　　　
 （委託料）　　　　　

         １　施策の趣旨等
　トップアスリートや国体選手の育成強化を図り、府民スポーツの更なる振興と競技力の向
上を目指す。
　　　　　　指　　標　　　　　　　　　　　　目　　標　　　　　　　実　　績
　国民体育大会男女総合成績　　　　　　　　第８位以内入賞　　　　　　　　第１１位

　 　　　　 　　　　 

２　施策の実施状況
　「パワフル京都」の実現を目指し、選手を発掘・育成する基盤を整備するため、京都府競技
力向上対策本部が行う各種普及、強化事業に助成した。
　また、高校生をはじめとするスポーツ選手を育成するための専門測定・相談事業を実施し
た。
　パワフル京都推進　トップアスリート・パワフル京都 １０競技選手１１人５チ－ム　
　　　　　　　　　　推進チ－ム　　　　　　
　　　　　　　　　　都道府県対抗女子駅伝競走大会（府代表） １チ－ム　
　　　　　　　　　　全国高等学校駅伝競走大会（府代表） ２校２チ－ム　
　　　　　　　　　　チーム京都推進 １１競技団体　
　　　　　　　　　　パワフル京都推進大会 ２２６人　
　　　　　　　　　　国体選手等派遣事業 ３競技４事業　
　　　　　　　　　　京とアスをつなぐ応援サポート事業 １０社３０人　
　　　　　　　　　　ふるさと選手と「京の学生」支援事業 １４２人　
　　　　　　　　　　スポーツ医・科学サポート事業 ３４７人　
　国体選手養成強化　強化指定コーチ育成支援　　　　　　　　　５競技 ６人　
　　　　　　　　　　国体代表選手強化支援　　　　　　　　　　４１ ３，２２６　　
　　　　　　　　　　重点強化種目レベルアップ支援　　　　　　６　　　　　　　　

京のアスリート育成・
強化総合推進事業
（保健体育課）

国体選手等派遣事業、もっと元気な
京都ジュニア「夢・未来」スポーツ
体験事業　実施種目数、会場数、参
加者数

２５種目２５会場 
　延べ１，６００人

１５種目１７会場
　延べ１，２３５人
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　　　　　　　　　　ハイパフォーマンスサポート　　　　　　　２２競技
　ジ ュ ニ ア 選 手　小学生地域別陸上運動交歓記録会　　　　　２４会場 １７，０７４人　
　育　 成　 強　 化　　　　　　　（駅伝・持久走の部）　　　　　１３ ４，９４３　　
　　　　　　　　　　中学生強化練習会等支援　　　　　　　　　８専門部 ８事業　
　　　　　　　　　　高等学校等強化運動部支援事業　　　　　　３３校 １３２部　
　　　　　　　　　　アカデミー推進事業 ３３競技団体　
　　　　　　　　　　拠点クラブ推進事業 ５　　　　　
　　　　　　　　　　「夢・未来」スポーツ体験事業　　　　　　　１５会場 延べ１，０５２人　
　　　　　　　　　　タレント発掘・育成事業 １３０　　

３　執　　行　　額 ２４３，７８８，６８０円　　　　
 （うち補助金　２３６，０１７，６３０円）

       １　施策の趣旨等
　地域のスポーツ指導者を学校の運動部に派遣することにより、運動部活動の活性化及び教
員の指導力向上を図るとともに、校務の多忙等による運動部顧問教員の負担軽減を図る。
　　　　　　指　　標　　　　　　　　　　　　　目　　標　　　　実　　績
　 　　中 学 校　　１００運動部　　　７２運動部
　　　　　　　　　　　　　　　　高等学校　　　７５　　　　　　９２

２　施策の実施状況
　運動部活動指導者セミナーにおいて、指導上の配慮事項等に係る講習を実施するととも
に、地域のスポーツ指導者を中学校４８校・府立高校３６校に派遣した。

３　執　　行　　額 １４，４９５，７７３円　　　　

       １　施策の趣旨等
　より多くの成年・中高年の健康増進や生涯スポーツ推進に寄与するとともに、ワールドマ
スターズゲームズ２０２１関西に向けた機運の醸成を図る。
　　　　　指　　標　　　　　　　　　目　　標　　　　実　　績
　マスターズ部門実施種目数　　　　　２３種目　　　　　２３種目

２　施策の実施状況
　京都府民総合体育大会にマスターズ部門を設置し、京都府版マスターズ大会を開催した。
　２３種目　１２，４７１人

運動部活動振興事業
（保健体育課）

地域のスポーツ指導者による
部活動等指導の実施

京都府版マスターズ大
会開催事業
（保健体育課）
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３　執　　行　　額 ９，７００，０００円　　　　
 （補助金）　　　　　

       １　施策の趣旨等
　２０２０年東京オリンピック・パラリンピックを目指し、国際舞台で活躍が見込める京都府の
ジュニア層選手の育成・強化を図る。
　　指　　標　　　　　　　目　　標　　　実　　績
　候補選手認定　　　　　　　２５名　　　　　２８名

２　施策の実施状況
　国内のトップレベルの競技力を有し、将来、オリンピック等でのメダル獲得の可能性のあ
る選手を認定し、強化・支援を行った。

３　執　　行　　額 ５，７７５，１３１円　　　　
 （補助金）　　　　　

 

 １０　私学振興費

         １　施策の趣旨等
　府内の私立学校（高等学校、中学校、小学校、幼稚園、専修学校、各種学校）教育の振興
を図る。

２　施策の実施状況
茨　私学運営費補助
　必要な経費の一部を学校法人に対して補助し、保護者の教育費負担の軽減、教育条件の
向上及び経営の健全化を図った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２０校（園） １８，６２９，８６４，５００円　　　　
芋　北部過疎地域私立高等学校運営費特別補助
　北部過疎地域内における私立高等学校の生徒の減少に対応し、学校経営の健全化を図
り、併せて保護者の教育費負担の軽減等を支援した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１校 ８，８１５，０００円　　　　
鰯　私立高等学校生徒通学費補助
　　高額の通学費を負担する家庭に対し、通学費の支援を実施した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　２６人 ５６１，０００円　　　　
允　私立高等学校等授業料減免事業等補助　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　府内の私立小学校及び私立中学校に在籍する生徒の保護者の教育費負担の軽減を図るた
め、経済的理由により学校法人が行った授業料減免を支援した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６校 ３６，４７５，４６１円　　　　

未来のメダリスト創生
事業
（保健体育課）

２　私学振興費
（Ｐ２１８）

２９，４８７，９８７，０００
（２９，９１４，５９２，０００）
翌年度への繰越
事業費繰越額
 ７，０７０，０００
私立学校教育振　 　　　　　　　 興補助金
兼
献
験

券
献
鹸

２９，４４３，３９６，３００
（２９，８３０，５４０，９３３）
決算額の財源　
内訳　　　　　
国庫支出金
 ７，８４１，４３７，９１８
繰　越　金
 ４，３３５，０００
府　　　債
 １０９，０００，０００
一 般 財 源
２１，４８８，６２３，３８２

私立学校教育振興補助
事業

（文　教　課）
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印　私立高等学校定時制及び通信制課程教科書等給与費補助
　高等学校定時制及び通信制の課程に学ぶ勤労青少年の経済的負担を軽減し、学習意欲の
向上を図るため、有職者で希望する者に教科書及び学習書を給与することを支援した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　３５人 　１４２，０００円　　　　
咽　私立幼稚園幼児教育振興補助
　宗教法人が設置する私立幼稚園（茨の対象外）における幼児教育の振興を図るため、体
験学習等の教育事業を支援した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１園 １９４，０００円　　　　
員　私立幼稚園教材費補助
　宗教法人が設置する私立幼稚園（茨の対象外）の振興と保護者の教育費負担の軽減を支
援した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１園 ９，９０８，０００円　　　　
因　私立幼稚園同時在園保育料減免事業補助
　私立幼稚園児の保護者の子育て支援及び幼児教育の振興を図るため、同時在園児に係る
保育料減免事業を支援した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３５園　１，６３８人 ３５，２８５，０００円　　　　
姻　私立幼稚園心身障害児教育費補助
　　幼稚園設置者に対して補助し、心身障害園児の就園の促進と幼児教育の振興を図った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０９園　　６８７人 ５３８，６０８，０００円　　　　
引　私立幼稚園預かり保育推進特別補助　　　　　　　　　　　　　　　　
　私立幼稚園児の保護者の子育て支援及び幼児教育の振興を図るため、預かり保育事業を
支援した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４４園 ３８３，３８０，０００円　　　　
飲　私立専修学校・各種学校教育振興費補助
　必要な経費の一部を学校法人に対して補助し、専修学校教育及び各種学校教育の振興を
図った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　３３校 ７６，０００，０００円　　　　
淫　私立高等専修学校生徒奨学補助　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　私立高等専修学校に在籍する生徒の奨学と保護者の教育費負担の軽減を図るため、一定
の所得以下の府民の子弟である生徒を対象に、年額１８，０００円の授業料軽減措置を行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　１０人 １９０，０００円　　　　
胤　私立学校教職員研修費等補助
　私立学校の教職員の資質向上を図るための研修等を奨励し、私学教育の振興を図るた
め、私学団体が行う私立学校教職員等の研修事業等を支援した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　５団体 １６，１３１，０００円　　　　
蔭　私立学校教職員共済事業団補助
　私立学校教職員共済事業団加入者及び学校法人等の掛金、負担金の軽減を図るため、日
本私立学校振興・共済事業団に対して、厚生年金保険の保険料のうち標準報酬月額の１，０００
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　分の７．５の１箇年分を補助した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　７，００８人 ２１１，２１５，７２１円　　　　
院　私立学校教職員退職金補助
　私立学校教職員の福祉の増進を図り、もって私学教育の振興を図ることを目的として、
公益財団法人京都府私学退職金財団に対して、標準給与月額の１，０００分の１９の１箇年分を
補助した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　４，２７９人 ３１５，５９５，４００円　　　　
陰　読書習慣育成事業
　幼児期に読書の楽しさを教え、豊かな心を育むとともに、生涯にわたる学習の基礎の確
立を図るため、私学団体を支援した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１団体 ２，０００，０００円　　　　
隠　私立高校経営改革検討事業
　少子化の進展等による厳しい私学経営を踏まえ、公教育に大きな役割を果たしている私
学の経営改革の取組を支援するため、公認会計士による経営分析を行うとともに、学識経
験者や私学関係者等による研究協議を実施した。
　　経営分析に関する講演会の開催　　１回
　　研究協議会の開催　　　　　　　　４ ３５４，８２０円　　　　
韻　私立学校施設耐震診断事業費補助金　　
　府内私立学校（幼稚園含む）施設の耐震化を促進するため、私立学校が日常的に使用し
ている昭和５６年以前に建築された建物に対する耐震診断調査事業を支援した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　２校（園） ３，７６１，０００円　　　　
吋　私立学校施設緊急耐震化事業費補助金
　府内私立学校（幼稚園含む）施設の耐震化を促進するため、私立学校の耐震・改築改修
事業に要する経費の一部を補助した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　４校（園） １１４，７０９，０００円　　　　
右　私立幼稚園保育料減免事業等補助
　私立幼稚園児の保護者の教育費負担の軽減を図るため、経済的理由により学校法人が
行った保育料減免を支援した。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１園　 ２４４，９５０円　　　　
肝　幼児教育向上支援事業補助金
　私立幼稚園の幼児教育の振興を図るため、公益社団法人京都府私立幼稚園連盟に対し
て、高い専門性を持った幼稚園教諭等の登録・派遣事業等に要する経費の一部を補助した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１団体 ３，０００，０００円　　　　
艦　高等学校等就学支援金
　私立高等学校等に在籍する生徒の保護者の教育費負担の軽減を図るため、授業料軽減措
置を行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　２３，６４０人 ４，３３７，６２７，１８４円　　　　
莞　奨学のための給付金
　授業料以外の教育負担の軽減を図るため、高等学校等就学支援金の対象校（特別支援学
校の高等部を除く。）に在籍する低所得世帯の保護者に対して、給付金を支給した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　５，０７０人 ４６３，１４４，３００円　　　　
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観　学び直し支援金
　高等学校等を中途退学した者が再び高等学校等で学び直す場合に、法律上の高等学校等
就学支援金の支給期間経過後も、卒業までの間（最長２４月）継続して授業料を支援した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　３３人 ３，８０８，４７２円　　　　
諌　専門学校生への効果的な経済的支援実証研究事業
　専門学校生に対する経済的支援策等について総合的な検討を進めるため、平成２７年度か
ら３年間にわたる実証的な研究として、経済的理由により修学が困難な生徒に対し、学校
法人が実施する授業料減免を支援した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　８校 ６，５１０，０００円　　　　
貫　教育支援体制整備事業費補助
　幼稚園及び認定こども園における教育支援体制の整備事業を支援し、子供を安心して育
てることができる体制の整備を促進した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　２８園 ７，３７９，０００円　　　　
還　私立中学校等修学支援金
　私立小中学校に在籍する児童生徒の保護者の教育費負担の軽減を図るため、授業料軽減
措置を行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　１，０３５人 １０５，８１５，２６２円　　　　

３　執　　行　　額 ２５，３１０，７１９，０７０円　　　　
 （うち補助金　２５，３０３，５２４，９８８円）

       １　施策の趣旨等
　家庭の経済状況にかかわらず、修学の意志のある私立高校生が安心して勉学に打ち込める
よう、修学費用負担の解消・軽減を行い、経済的理由により学業の継続が困難となることが
ないよう支援する。

２　施策の実施状況
茨　私立高等学校等授業料減免事業等補助　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　府内の私立高等学校に在籍する生徒の保護者の教育費負担の軽減を図るため、年収５００
万円未満程度の世帯における授業料を６５万円まで実質無償化するなど、学校法人が行った
授業料減免を支援した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　４１校 ３，７８０，７５９，２９５円　　　　
芋　私立高等学校学費軽減補助　　　　　　　　　　　　　　　　　
　府内の私立高等学校に在籍する生徒の奨学と保護者の教育費負担の軽減を図るため、一
定の所得以下の府民の子弟である生徒を対象に、年額５０，０００円の授業料軽減措置を行っ
た。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　６，８８４人 ３４３，２７２，５４５円　　　　

私立高等学校あんしん
修学支援事業

（文　教　課）
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鰯　府外通学生相互支援事業
　府外（兵庫県、奈良県）の私立高等学校に在籍する生徒の奨学と保護者の教育費負担の
軽減を図るため、一定の所得以下の府民の子弟である生徒を対象に、授業料軽減措置を
行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６７人 ３，９３８，７５０円　　　　

３　執　　行　　額 ４，１２７，９７０，５９０円　　　　
 （補助金）　　　　　　

       １　施策の趣旨等
　いじめ、体罰、不登校等の課題に対応するため、生徒や保護者の相談に対応する相談機関
の運営を支援するとともに、いじめ対応のための附属機関等を設置する。

２　施策の実施状況
茨　私学修学支援相談センター事業
　いじめ問題等の解決を促進するため、京都府私立中学高等学校連合会が設置する相談機
関の運営経費の一部を補助した。
芋　いじめ対応のための附属機関等の設置　　　　　　　　　　　　　　　　　
　多くの関係機関が相互に連携を図るために、京都府いじめ問題対策連絡会議を設置する
とともに、教育委員会や学校が行った重大事案調査の再調査を行う京都府いじめ調査委員
会を設置した。
　　京都府いじめ問題対策連絡会議の開催　１回
　　京都府いじめ調査委員会の開催　　　　２

３　執　　行　　額 ４，７０６，６４０円　　　　
 （うち補助金　４，５００，０００円）

 

いじめ防止対策推進事
業

（文　教　課）


